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事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 地域ニーズの取りまとめ 決算額

視点

事業名 伝統文化の発掘継承 決算額

視点

事業名 校区ごとの防災支援事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

○

◎

○

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

③

地域の課題やニーズの集積

７０４，６７２

明治維新１５０周年事業

６６１，６７４

防災意識の啓発

６６６，６７０

①

②

おごおり地域づくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

　第１次地域づくり計画最終年として、これまでの取り組み評価に基づいて見直し、地域住民からの
意見を反映させる仕組みづくりや、地域課題について住民と行政が協働で地域づくりを行なえる環
境整備に取り組み、多くの住民や団体が、地域内で連携・協力して、地域の活性化を図り地域の一
体感を醸し出すよう推進した。
　　住民自身が新たな地域課題に取り組むため、住んでいる地域に誇りを持てるよう自らが地域づく
りに関わり、安心・安全で住みよいまちづくりを目指して【地域振興】【地域福祉】【安心・安全】【環境
づくり】【地域個性創出】をテーマに、６部会に分かれ、各学校・教育機関・各種団体等と協力し、積
極的に活動した。
　更なる地域課題の解決に向け策定委員会を設置し、第２次地域づくり計画を策定し今後ますま
す、地域で活動するコミュニティ団体等との連携を密にし、明確なビジョンと進むべき方向性を共有
し、総合力を発揮した地域づくりを進めていく。

「ふれあい」「生きがい」「支えあい」で心豊かに暮らせる地域づくり～みんなが笑顔で暮らせるまち～

　第２次地域づくり計画を策定するため、小郡地域内１，０００人を対象にアンケート調査
を行った。また、３校の小学校区でサイレントマジョリティ（女性や若い人）の意見を聞くた
めの座談会も開催し、地域の現状や課題、ニーズを取りまとめた。
　平成２８年度は第２次地域づくり計画に沿って、ステップアップした第二ステージの、『協
働』から各種団体との『総働』のまちづくりへと発展させる。

　平成３０年に明治維新１５０年を記念して、平成２６年より計画して調査研究を行い、「明
治維新と小郡」のガイドブックが出来上がった。
　このガイドブックをもとに、郷土愛や住民同士のつながりを深めるために、平成２８年度
はパネルディスカッションや史跡めぐりウォーキング等を行い、より多くの人に親しんでも
らう。

　防災意識が低く、なかなか自主防災組織が立ち上がらないため、各地区に出向いて防
災意識の啓発を図るため、会員自らが防災士の資格を取得した。研修や、講演会、座談
会を行う中で、既存の自主防災組織の活動や悩みの相談等を受け、災害を防ぐことはで
きないがいかにして減災につなげるかを進めていく。



５　事業内容

（１）協議会運営

運営費

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果・評価）　年間を通し、滞りなく事務局運営が出来た。

協議会運営費

（今後に向けて）　平成２８年度は計画を広く啓蒙していく。

（参加人数）　１２０名

（実施内容）　情報誌の発行、ホームページ等による情報発信、他

（評価）　広く住民から地域の課題やニーズを拾い上げ、平成２８年度からの第２次地
域づくり計画が策定できた。

地域のブランド化

　２４８，７２２円

（実施内容）　SLやまぐち号のおもてなし、人材バンクの構築、他

（実施時期）　平成２７年５月～平成２８年３月

（成果）　山口の地域資源である、SLやまぐち号を応援し、地域の活性化を推進した。
また、人材豊富な住民をどのように生かしていくかを検討した。

（評価）　SLやまぐち号のおもてなしを充分にできた。人材バンクの構築は山口市の路
傍塾とのすみ分けが難しい。

（今後に向けて）　平成２８年度も継続して行う。

（成果）　編集委員が毎月情報発信を行った。

（評価）　情報発信で、地域内の情報共有を図ることが出来た。

（今後に向けて）　引き続き情報発信を行う。

（今後に向けて）　今まで通り事務局運営をスムーズに行う。

　４，８７３，０００円

（事務員等の雇用人数）　事務局長１名、事務員２名

（実施時期）　年間

　７０４，６７２円

（実施内容）　第２次地域づくり計画策定、地域づくりシンポジウム、他

情報発信

　１，４９９，６２５円

（実施時期）　平成２７年４月～平成２８年１月、

（参加人数）　３００名

地域住民のニーズの取りまとめ

事務局の
運営体制

（運営費の主な内容）　事務局人件費、事務費

（参加人数）　８００名

（成果）　第２次地域づくり計画策定にあたり、アンケート調査や地域座談会を複数回
開催。また、地域ニーズにより、地域づくりシンポジウムを行った。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

健康づくり

（実施内容）　ラジオ体操の推進、健康料理教室、マラソン大会、他

　１３１，２４５円

（成果）　小郡地域内４校の小中学生とその保護者並びに市民との連携により、青少年
健全育成の講演会を行った。

（評価）　親子と住民との関わり合いの場を作り、地域への愛着を育むことが出来た。

（今後に向けて）　引き続き、教育機関等との連携を図っていく。

（実施時期）　７/２１・２２・２４、８/２６、１２/６

（参加人数）　５００名

（成果）　ラジオ体操の推進で健康維持を呼びかけた。また、健康料理教室で、子ども
から高齢者までの健康増強を推進した。マラソン大会では老若男女が参加し、健康増
進を行った。

（評価）　健康に関する関心は高く、多くの参加が得られた。また、同時に市の検診啓
発にも協力できた。

（今後に向けて）　高齢者の生きがいづくりは今後も必要である。

（今後に向けて）　引き続き、小郡の文化の発掘継承を行う。

教育機関との連携

　２２１，７９５　円

（実施内容）　小郡地域内の３つの小学校と中学校との青少年健全育成、他

（実施時期）　平成２８年１月１７日

（参加人数）　１００名

　６６１，６７４円

（実施内容）　オゴオリザクラ保護・育成、明治維新と小郡ガイドブック作成、他

（実施時期）　年間

（参加人数）　２００名

（成果）　山口市天然記念物の「オゴオリザクラ」の接ぎ木や取り木を行い保護育成に
努めた。また明治維新１５０周年特別事業「明治維新と小郡」のガイドブックを作成。

（評価）　小郡の伝統文化や歴史を後世に残すきっかけが出来た。

（今後に向けて）　地域住民の健康増進に向け、継続して行う。

（実施時期）　年間

（参加人数）　１，０００名

（成果）　高齢者が生きがいをもって社会参画できるよう支援した。

（評価）　高齢者悩み相談等で、生きがいをもって生活することを啓発できた。

高齢者の生きがいづくり

　１２４，４０１円

（実施内容）　地区サロンへの出前や健康フェスタで高齢者の生きがいづく支援、他

伝統文化の発掘継承



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　継続して行う。

防犯・防災

　４００，３７１円

（実施内容）　海抜表示、子ども見守り、危険個所チェック、研修視察、他

（実施時期）　年間

（実施内容）　大切な私を育てる授業、他

（実施時期）　９/２５、１０/２１、１/１９

（参加人数）　７００名

（成果）　親子で赤ちゃんが生まれるまでの過程を知り、命の大切さを学ぶことで自己
肯定観の意識付けができた。

（評価）　３小学校×２学年の性教育を通して、命の大切さから自己肯定観を体感でき
た。

（今後に向けて）　子どもは地域の宝とし、子ども・子育て支援を充実させる。

（参加人数）　３００名

（成果）　各地区の絆づくりや夏まつり等への支援。

（評価）　地域のつながりが希薄化しており、支えあいの精神を推進した。

（今後に向けて）　地域住民のつながりをより一層深めるよう取り組む。

子育て支援

　１５０，７５９円

（実施内容）　講演会、夏まつり、他

（実施時期）　年間

（実施時期）　年間

（参加人数）　２００名

（成果）　防犯のため、地域内を見まわった。海抜表示の増刷。防災研修視察で防災
意識の啓発。

（評価）　防犯意識、防火意識、防災意識の推進啓発が出来た。

（今後に向けて）　安心安全に暮らせる地域づくりを継続して行う。

（参加人数）　１，０００名

（成果）　防災研修会、防災訓練等を行い、自主防災組織の必要性を啓発。

（評価）　自主防災組織の重要性を学んだ。

校区ごとの防災支援事業

　６６６，６７０円

（実施内容）　自主防災会立ち上げ支援懇談会、防災講演会、防災訓練、他

地域の支えあい

　１３１，４００円



事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

土木工事

（成果）　ポイ捨ての多い国道沿いをウォーキングしながらごみを拾う活動を行った。ま
た地区内の環境整備事業の支援を行った。

（評価）　まちをきれいにすることで不法投棄の防止につながった。

（今後に向けて）　地域内の道路や河川への不法投棄防止を呼びかけマナーアップを
図る。

（参加人数）　１５０名

（実施時期）　年間

（参加人数）　１００名

（成果）　地区内の生活道路（通学路）や河川の清掃作業の支援を行った。

環境マナーアップ事業

　８６，１２２円

（実施内容）　清掃ウォーキング、環境整備事業支援、他

（実施時期）　年間

（実施時期）　H２７．７月～H２８．３月

（参加人数）　３０名

（成果）　法定外公共物事業を８か所行った。

（評価）　生活道の危険個所や水路、通学路等が整備出来た。

（今後に向けて）　交通安全啓発を継続して行う。

（今後に向けて）　地域内の道路や河川の除草や清掃作業の支援を行っていく。

（評価）　除草・清掃されたことにより、安全も確保できた。

（今後に向けて）　地域内の要望を確認して進める。

除草・清掃作業

　１６５，４７２円

（実施内容）　地域内道路や河川の美化作業、他

　２，９５４，０００円

（実施内容）　法定外公共物事業の実施

（参加人数）　３００名

（成果）　交通安全協会と共催で交通安全啓発を行った。また警察と連携し自転車教
室でマナーや交通安全を学んだ。通学路の交通安全見守りの支援等も行った。

　２７９，１３３円

（実施内容）　交通安全啓発、自転車教室、交通安全見守り支援、他

（実施時期）　年間

（評価）　交通事故防止につながった。

交通安全



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

出来た。

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）　小郡地域をPRし、山口市内外に発信出来た。

（今後に向けて）　継続して行う。

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

PR作戦

　６２８，３５５円

（実施内容）　カローリング大会、おごりん運営、その他

（実施時期）　通年

（参加人数）　約１０，０００名

（成果）　カローリング大会を地域交流センターと共催で行った。PR大使「おごりん」の
運営を行った。

地域環境パトロール

（今後に向けて）　地域内の環境美化の推進を継続して行う。

　５０，０００円

（実施内容）　地域内の不法投棄やゴミポイ捨て箇所のチェック、他

（実施時期）　７/２０、年間

（参加人数）　５０名

（成果）　地域内の環境美化のためのごみのポイ捨て箇所の見まわり事業と清掃作業
を行った。

（評価）　ごみのポイ捨てされやすい箇所がわかり、集中的に清掃作業を行うことが

（実施内容）　花いっぱい運動

（実施時期）　１１月１日・７日

（参加人数）　３００名

（成果）　花いっぱい運動を推進。地域内に花を配布した。

（評価）　地域内を花であふれるまちづくりを推進した。

（今後に向けて）　環境美化の推進と共に、緑あふれるまちづくりで地球温暖化ストップ
を進める。

花いっぱい運動

　３２０，２６８円

（今後に向けて）　継続して行う。

（実施時期）　４/２、１０/４、　他

（参加人数）　約１０，０００名

（成果）　地域内のイベントの実行委員会への支援、協力を行った。

（評価）　地域内の個性あるイベントを共催、支援し潤いのあるまちづくりが出来た。

実行委員会の立上げ

　１，３５０，０００円

（実施内容）　オゴオリザクラまつり・新山口ゆめフェスタ実行委員会立ち上げ支援、他


